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令和３年４月の凍霜害による農作物の被害を踏まえ、次年度の被害の軽減を図るため、効果的な凍霜害対策の啓発・指導により、被害農
業者の営農継続と自然災害に強い産地づくりを緊急的に支援し、本県果樹農業の持続的発展と消費者への果物の安定供給につなげ
る。
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農政部 課・室

【現状】

令和３年４月の凍霜害による農作物の被害の状況
　・主な被害内容　凍霜害によるりんご、なし、もも等の減収
　・被害金額　2,031,864千円

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail nosei@pref.nagano.lg.jp

農業政策課

実施期間

09 01 06 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検
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凍霜害に強い産地づくり推進事業
部局
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事　業　名
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事業番号

総合的に展開
する重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

【実施内容】

凍霜害対策の指導書、周知ツール（動画・パンフレット）の作成及び凍霜害対策の研修会の開催
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今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

凍霜害による農作物等の被害を最小限にくいとめるためには、生産
者個々の対策意識を向上させるとともに、適切な対策を一層普及し
ていくことが必要である

引き続き、効果的な凍霜害対策の啓発・指導を実施していく

主な取組

✔凍霜害の指導書及び周知ツール（動画・パンフレット）の作成
  啓発パンフレットの農業者への配布（16,000部）
　動画６編をYouTubeで公開（R４．２～）
　テレビやラジオCMによる凍霜害対策についての周知（R４．３）

✔凍霜害対策の研修会
　技術者向けの指導書を作成し（R４．１)、各種研修会において啓発指導を実施
　　うまくだ中央研修会（約300名が受講）
　　果樹凍霜害対策技術者向けWeb研修会（約150名が受講）
　　各地域で実施される農作物災害関連研修会　等

1.作成したツールを活用した、現地機関等での研修会等の開催回数を成果指標とし、本年度被害報告があった市町村数を目標値とした。

達成状況
の分析

1.研修会を通じて、凍霜害の被害軽減に向けた取組を周知し、生産者の意識向上につなげることができた。

YouTubeに公開中の凍霜害対策動画のイメージ
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事　業　名 課・室 農業政策課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

直接1
凍霜害に強い産地づくり推
進事業

凍霜害による農作物等の被害を最小限にくいとめ、本県果樹農業の持続的発展と消
費者への果物の安定供給につなげていくため、凍霜害対策の指導書及び周知ツー
ル（動画・パンフレット）を作成、凍霜害対策の研修会を開催した。

細事業名

凍霜害に強い産地づくり推進事業

凍霜害に強い産地づくり推進事業 部局 農政部

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

0 0 2,405

千円千円千円


